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１．NIMSイブニングセミナーの歴史
２. ECEプログラムとしての歴史
３．平成28年度活動報告
４. 平成28年度ＥＣＥプログラムの修了認定
５.  平成29年度のスケジュール

平成２9年６月７日（水）物質・材料研究機構 原 龍雄
物質・材料研究機構 人材開発・大学院室 竹内孝夫 山脇 寿
協賛：公益財団法人総合工学振興財団

平成２9年度第１回ＣＰＤ協議会公開シンポジウム
産業新時代を支える技術者と人材育成

ECEプログラムとしてのNIMSイブニングセミナー
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３種類のセミナー

・ セミナーの位置づけの変遷

・ ECEプログラム活動が、歴史の半分（６年）

・ ２００回に近づいてきました

時代とともに位置づけの変化
年度
／平成

開催回数
／回

登壇者
／人

受講者
／人

シーズ・ニーズマッチング（独自事業） １７～２０ ６９ ２４２ １,３１０

市民講座（お茶大「知の市場」） ２１～２２ ６０ ６０ １,４６０

ＥＣＥ高度エンジニア育成 ２３～２８ ５１ ４１ ７７５

計 １８０ ３４３ ３,５４５
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１．NIMSイブニングセミナーの歴史
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１．NIMSイブニングセミナーの歴史

・ 「研究内容をわかりやすく聴講者へ伝える」

・ 常時夕方、常時東京 開催

・ ポピュラーなテーマへ偏らない

・ NIMS研究者全員登壇形式（理事長指令）

・ シーズ・ニーズマッチングという位置づけ

⇒ 民間企業との個別セミナーへ発展
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Ｈ１７年 スタート時



National Institute for Materials Science

変 遷

H２１年 お茶大とオープン講座でコラボ

・ 社会要請に基づく材料講座カリキュラム

Ｈ２３年 対話形式のセミナーへの模索

・ 「産官連携」・「広報宣伝」⇒「人材開発室」

・ ゼミにおいて「わかるまで話し合う」

⇒ ECEプログラムとの出会い
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「国民との科学・技術対話」について (政府方針 平成22年6月)

• 我が国の科学・技術をより一層発展させるためには、国民の理解と支持を得ることが不可欠。

• このため、研究者が自身の研究活動を社会に対して分かりやすく説明する、双方向コミュ二ケーシ
ョン活動を「国民との科学・技術対話」と位置付け、積極的に推進。

想定する「国民との科学・技術対話」の例

• 小・中・高等学校の理科授業での特別授業

• 地域の科学講座・市民講座での研究成果の講演や参加者との対話など

• 大学・研究機関の一般公開での研究成果の講演や参加者との対話など

• 一般市民を対象としたシンポジウム、博覧会、展示場での研究成果の講演・説明や研究の意義・課題
についての対話など

• インターネット上での研究成果の継続的な発信

関係府省・配分機関

当面、1件当たり年間3千万円以上の配分を受ける
研究者を対象に、「国民との科学・技術対話」に積
極的に取り組むよう公募要領等に記載。

「国民との科学・技術対話」は、中間評価、事後評
価の対象

大学・研究機関

科学コミュ二ケーションの専門知識を有する専任教
員や科学コミュニケーター等の支援体制、地域を
中心とした連携・協力体制の整備。

アンケートにより、難易度、満足度を確認し、質の
高い活動を維持。
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企画部人材開発室（HRDO）
Human Resources Development Office

２．ECEプログラムとしての歴史

・状況：東電の電力節減対策への協力
（夏にかけて実施のため冷房は必須となってしまう）
：NIMSセミナーは7月、8月中止を決定
：NIMSコンファレンスを延期

・開始時期繰下げ
：新NIMSイブニングセミナー（ECEプログラム）
開始時期を10月とする
：元素戦略の講演を出発として3月迄に6回実施
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6月24日開催予定のセミナー時期繰下げについて
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ＮＩＭＳイブニングセミナー
プログラム企画委員会

（NIMS)

年度の講義題目
案を企画・提案

講義題目案を
検討・採択

物質・材料基礎ECE
プログラム推進委員会

(外部委員+NIMS)

審査基準案
受講者評価結果

作成

審査基準
修了認定候補者

決定

ECEプログラム委員会
(日本工学会)

ECEプログラム認定
修了認定者を決定

セミナー講義題目策定／ECEプログラム修了認定

ECEプログラム認定申請
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題目の企画から認定まで２．ECEプログラムとしての歴史
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講義の狙いとポイント

講義内容の紹介・概要

講師紹介

参考文献紹介

講義用メモ欄

講義用テキスト(参加者配布資料)

配布資料はこの概要集のみ
講義内容は配布しない

講義への集中、最新情報への配慮

講義タイトル

２．ECEプログラムとしての歴史
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これまでの全テーマ

2011: 先端計測＆ナノ物質
フラーレン、ナノチューブ、ナノ計測、第一原理計算、バイオミメティック

2012: 環境とエネルギー材料
超電導、太陽電池、磁性材料、光触媒、耐熱材・耐熱被膜

2013: 国土強靭化に資する材料開発と評価技術
構造用鋼、発電用耐熱鋼、破壊・非破壊評価、繊維複合材料

2014: 材料の安全性と信頼性
クリープ強度、計算材料、腐食・防食、極限材料試験、生体用金属

2015: 材料機能の探求と実用化
スピン応用、分子センサー、分子吸着・分離、単粒子分析、デバイス技術

2016: NIMSにおける計算・実験・解析の融合

2017: ナノテクノロジーによるデバイス開発

2018: (決定済み)

２．ECEプログラムとしての歴史
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2016年度物質･材料基礎ECEプログラム
－NIMSにおける計算・実験・解析の融合コース－

（開催時間）金曜 17:30～19:30、講義1時間＋ゼミ1時間
（会 場）竹橋：学術総合センター、有楽町：東京国際フォーラム、八重洲：民間貸会議室

開催日 講演題目 講師 ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ 会場

平
成
28
年
度

5月20日 データ活用型材料研究 ―世界動向と日本― 門平卓也 志波光晴 竹橋

7月22日
ミクロ・ナノスケール伝熱制御による放熱・断熱材料の開
発

徐 一斌 谷口 尚 竹橋

9月23日
CALPHAD（計算状態図）の基礎と組織制御・材料開発へ
の応用

大沼郁雄 渡邉 誠 竹橋

10月21日
高圧合成法による材料機能の制御 ―不純物、欠陥制御とそ
の評価― (NIMSウィーク併催)

谷口 尚 長井 寿 有楽町

11月25日
高付加価値素材創出に向けた塑性加工の活用 ―計算と実験
を結合した形質制御技術について―

井上忠信 志波光晴 八重洲

1月20日 効率良く多元系状態図を作るには 池田亜矢子 渡邉 誠 有楽町

3月10日
材料開発に貢献する表面分析技術 ―化学結合を見える化す
る技術―

吉川英樹 谷口 尚 竹橋

講演題目３．H28活動報告
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第1回： データ活用型材料研究 －世界動向と日本－
現在、世界的に盛り上がりをみせている「データ活用型材料研究」。その特徴は、材料の研究開発において、コンピュータ
を用いた系統的かつ高速な情報処理により、多種多様あるいは大量のデータを効果的に活用することにある。本講義で
は、材料分野におけるこの新たな研究開発の動向について、俯瞰的立場より解説を行う。

第2回： ミクロ・ナノスケール伝熱制御による放熱・断熱材料の開発
ミクロ・ナノスケール熱伝導の計測、計算に関する最新技術と成果を紹介する。既存の物理理論と材料データを用いた材
料組成設計および構造最適化により、複合材料、ナノ構造材料、界面の熱伝導を制御し、極高/極低熱伝導率を有する
放熱/断熱材料の開発動向と展望を解説する。

第3回： CALPHAD（計算状態図）の基礎と組織制御・材料開発への応用
熱力学データベースを用いて状態図を計算するCALPHAD (Calculation of Phase Diagrams) 法が材料開発に活用さ
れるようになって久しく、成熟期を過ぎた古めかしい印象も否めないが、依然として米国の “Materials Genome 

Initiative”  (MGI) や物質・材料研究機構が立ち上げた “情報統合型物質・材料開発イニシアティブ” (MI2I) などにおけ
る合金設計の基盤技術として重要性を増している。本講義では、特に、実験では十分な情報が得難い相分離と規則化を
例に、CALPHAD法の基礎と組織制御・材料開発への活用事例について紹介する。

第4回：高圧合成法による材料機能の制御 －不純物、欠陥制御とその評価－
ダイヤモンドは黒鉛を所望の圧力、温度に圧縮することで得ることができる。天然のプロセスを模した高圧合成法は、ダ
イヤモンドのみならず様々な機能材料創製の場として有用であるが、近年は、高純度単結晶の合成技術、ドーピング制
御手法等が向上してきた。高圧合成実験-理論予測-微細構造解析の連携による新たな機能発現とその制御を目指した
取り組みを紹介する。

講演の概要（1回~4回）３．H28活動報告
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第5回：高付加価値素材創出に向けた塑性加工の活用 -計算と実験を結合した形質制御技術について-

従来の合金化設計による材料開発に限界が見える中、塑性加工プロセスによる材料開発が注目されている。既存の

装置で単に大圧下・強加工して組織を微細化するだけでは、必ずしも価値ある材料の創出には結び付かない。高強

度+αのニーズに応じて、材料内部の微視組織を制御し、同時に材料形状を創り込むプロセス技術とそれを具現化す

るコンセプトが必要である。本講義では、まず結晶粒微細化の研究や成果の一部を紹介し、塑性加工における組織制

御の問題点について触れ、NIMS で継続的に取り組んできた形質制御技術と塑性加工の特徴を活かした組織制御に

よる強靭鋼の一例について解説する。

第6回：効率良く多元系状態図を作るには

実用合金は様々な特性を高めるため12に、多種の元素が添加されている。その数は10元素を超えることもある。より

高性能な合金を得るには、正確な相境界の情報は欠かせない。本講義ではどのように相境界を決定し、状態図を構築

するのか、基本的な従来法から比較的新しい絨毯爆撃的な方法（コンビナトリアル法）までを紹介する。

第7回：材料開発に貢献する表面分析技術 - 化学結合を見える化する技術 -

材料の組成や化学結合状態をナノメートルレベルの表層領域で観察する表面分析技術について解説する。特に材料

中の電子を光照射により物質外に取り出して電子を直接観察する光電子分光技術について、その原理ならびに材料

開発にどのように活かされているかの応用例そして大型放射光施設を使った最近の発展について概説する。

講演の概要（5回~7回）３．H28活動報告
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第1回：5月20日 第2回：7月22日

講演会 ゼミ ゼミ講演会

第3回：9月23日
CALPHAD (計算状態図) の基礎と組織制御・
材料開発への応用

データ活用型材料研究 －世界動向と日本－ ミクロ・ナノスケール伝熱制御による放熱・断熱
材料の開発

講演会 ゼミ

講演会・ゼミの様子（1回~4回）

第4回：10月21日

ゼミ講演会

高圧合成法による材料機能の制御
－不純物、欠陥制御とその評価－

３．H28活動報告
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第5回：11月25日 第6回：1月20日

講演会 ゼミ ゼミ講演会

材料開発に貢献する表面分析技術
-化学結合を見える化する技術-

高付加価値素材創出に向けた塑性加工の活用
-計算と実験を結合した形質制御技術について-

効率良く多元系状態図を作るには

講演会 ゼミ

講演会・ゼミの様子（5回~7回）

第7回：3月10日
•第一線の研究者が基礎から最先端の課題まで講義する。

•オーガナイザーの適切な誘導により多面的理解を目指
す。

•質疑の時間を長くし講義の理解を深める。

•参加者の全員発言を義務付ける。

•ゼミへの貢献、発言内容などを講演者、オーガナイ
ザー、事務局がそれぞれ評価する。

３．H28活動報告
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講義 ゼミ

5月20日 23名 18名

7月22日 24名 19名

9月23日 12名 12名

10月21日 10名 10名

11月25日 13名 9名

1月20日 13名 10名

3月10日 10名 6名

平均 15名 12名

前年の平均
15名

（7～22名）
12名

（7～19名）

周知の手段

ダイレクトメール
・研究連携室メーリングリスト
・これまでの参加者
・他室収集(原)リスト

NIMSイブニングセミナー 公式ウェブページ

イブニングセミナー参加の情報源

80％：ダイレクトメール
14％：NIMSイブニングセミナーホームページ
その他：社内/知人 紹介

参加者数

前半2回と後半とで、人数の増減が大きい。

３．H28活動報告
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参加者数の推移 セミナー＆実地研修会
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延べ参加者 年度別 年齢構成

～60代 50代 40代 30代 20代

H28年度平均 33% 28% 26% 9% 5%

H27年度平均 43% 25% 24% 7% 1％

H26年度平均 37% 20% 19% 14% 10%

H25年度平均 40% 18% 23% 16% 3%

H24年度平均 27% 28% 30% 11% 4%

H23年度平均 36% 24% 24% 13% 3%

“知の市場”での値 50% 21% 21% 6% 3%

変動はあるものの、若い世代の参加者が少ない。
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満足度

満足度・理解度ともこれまでと同様の傾向を示している。

満足度で、1人が“極めて不満足”と回答 → 期待との乖離？

理解度 目的（複数回答）

例年とほぼ同傾向。
参加者のおよそ40％が講演題目を
選定して参加は例年から減少。、

アンケート結果（満足度、理解度、参加目的）

← better ← better
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〔質問〕 Yes or  No で回答
・企業から派遣されたものか
・勤務時間として取り扱われるか （参考：NIMSでは、外勤は超過勤務の対象とならないが、業務とみなす）

・交通費は支給されるか
〔結果〕

3分の２が所属企業等から業務として認められて参加している。交通費では70％近くが支援されている。

Yes No

企業から派遣されたものか 63% 37%

勤務時間として取り扱われるか 62% 38%

交通費は支給されるか 67% 33%

※前年度と同様に、NIMSイブニングセミナー参加に対する企業の支援についての質問を行った。

アンケート結果（所属先の支援）

19
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第1回実地研修会概要

20

8月26日（金） 14時～16時40分
（14時千現第2会議室）

専用バス停

並木地区千現地区

◆NIMS紹介
◆熱伝導特性測定
◆加工熱処理シミュレーター

◆MANAファウンドリ
◆超高感度センサー

情報交換会
時間 １７時～１８時３０分
場所 千現厚生棟

３．H28活動報告
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材料熱伝導特性の測定:
熱伝導率は、物質内の熱の流れ易さを示す物性値です。電子機器の放熱やエンジ
ン、熱電材料の断熱など熱の諸問題を解決するため、材料の熱伝導率を把握する
ことが重要です。ここでは、ナノ-マイクロ-ミリスケールでの材料の熱伝導率を測定
する装置や、独自開発のナノスケール薄膜の熱伝導率測定装置を紹介します。

高ひずみ速度付与加工熱処理シミュレータ:
圧延加工等の、金属の圧縮加工時に形成されるミクロ組織を幅広い加工条件で再
現することを目的とした試験装置を説明します。数値シミュレーションとの連携により、
新しい組織創出と加工処理条件の普遍的関係を見いだす、次世代プロセス・新材
料創出のためのツールです。

MANAファウンドリ:
NIMSでこれまでに蓄積した知識・技術を基に、ナノマテリアルやナノデバイスの研
究のために世界中から集まった研究者に、最先端の微細加工技術・分析技術を提
供しているのがMANAファウンドリです。その施設・支援内容について説明します。

超高感度センサー:
膜型表面応力センサー(MSSセンサー)について紹介します。超小型・集積・多チャ
ンネル化などが可能で、ニオイの元のガス分子から、DNAやたんぱく質などの生体

分子にいたるまで、多様な分子を大気中あるいは液体中で測定できる、汎用性の
高い超高感度センサー素子で、従来のカンチレバー型センサーに比べ約100倍の
感度を実現しています。

第1回実地研修（8/26）内容 参加者13名、情報交換会6名３．H28活動報告
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2月17日（金） 14時～16時40分
（14時千現 8階中セミナー室）

周回バス停

並木地区千現地区

◆高圧合成法

情報交換会：
時間 １７時～１８時３０分
場所 先進構造材料棟5階

第2回実地研修会概要

◆アクティブバイオマテリアル
◆リン酸カルシウム被膜
◆次世代太陽電池
◆金属3Dプリンタ

３．H28活動報告

22



National Institute for Materials Science

23

細胞制御のための人工生体分子:
蛋白質、ペプチド、核酸の生理活性や安定性などの機能を向上させた人工生体分子を開発
しています。人工生体分子を用いた動物細胞の機能制御を目指して研究を進めており、そ
の一例として、細胞内でスイッチとしての作用する転写調節蛋白質、生体材料上での細胞
の接着や増殖を制御するペプチドナノ構造複合体、免疫活性化を誘導する核酸について紹
介します。

生体吸収性Mg合金のためのリン酸カルシウム被膜の開発:
生体内で患部の治癒に伴って溶解・消失する材料としてMg合金が注目されています。Mg

合金の生体吸収性材料としての実用化には、生体内への埋入初期の激しい溶解を抑制し
て必要な強度を必要な期間にわたって保持する表面処理が不可欠です。ここでは、骨周囲
で使用するMg合金のために開発したリン酸カルシウム被膜とその諸特性について紹介し
ます。

次世代太陽電池:
太陽電池の現在の主流はシリコンですが、次世代太陽電池として有機薄膜太陽電池を紹
介します。この太陽電池は、低温プロセスでの作製なので、軽くて柔らかいプラスチック基板
上に形成可能です。光吸収波長の選択も可能であり、携帯補助電源や、農作物栽培と太陽
光発電の両立など、様々な用途が期待されています。

金属３Ｄプリンター:
鍛造、切削、溶接、鋳造等の、今までの金属加工と異なり、3D-CADデータに基づいて、金

属粉末を数十ミクロンの厚さでレーザービームで溶かして成形し、これを積層させて複雑な
形状を直接作製することができる、金属３Dプリンターを紹介します。

高圧合成法:
ダイヤモンドは、黒鉛が高温・高圧力で圧縮されることで生成されます。この天然のプロセス
を模した高圧合成法は、ダイヤモンドのみならず様々な機能材料創製の手段として有用で
すが、近年は、高純度単結晶の合成技術、元素のドーピング制御手法としても用いられて
きています。これらの研究に用いられている材料合成用の大容量ベルト型高圧装置(3万ト
ンプレス)をご紹介します。

第2回実地研修（2/17）内容 参加者6名、情報交換会5名３．H28活動報告
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ＮＩＭＳ受講修了証 ECEプログラム修了証

評価

ＮＩＭＳイブニングセミナー
プログラム企画委員会

物質・材料基礎ECE
プログラム推進委員会

６０点以上 ８０点以上

講演会・ゼミ
出席率

ゼミレポート
ゼミでの活動

最終レポート

実地研修会

３０％

４０％

３０％

４. 2016年度ECEプログラム修了の認定 （NIMS）
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岸委員長による署名（5月10日）

授与式（5月20日） 授与対象者3名（1名不参加）

なお、NIMS受講修了証は、ECEプログラム修了証該
当者3名を含め9名に授与した。(後日郵送)

2015年度ECEプログラム修了証授与

ECEプログラム認定証
2015年度認定

ECEプログラム修了証
2015年度修了

於: NIMS千現地区 8階特別会議室

於: 学術総合センター中会議場1

４．ECE修了認定
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年度テーマ
ECE

修了証
ECE申込
内,初希望

講演
受講者

ゼミ
参加者

NIMS
修了証

2011年度 先端計測とナノ物質 ５ 10 (1) 160 ( 3) 92 ( 1) 12

2012年度 環境とエネルギー材料 ３
10 (4) 

8
176 (21) 113 (18) 10 (3)

2013年度
国土強靭化に資する
材料開発と評価技術

４
5 (1) 
3

106 ( 9) 79 ( 8) 9

2014年度 材料の安全性と信頼性 ５
10 (0) 

5
112 ( 4) 100 ( 4) 9

2015年度 材料機能の探求と実用化 3
7 (0) 
4

102 ( 6) 81 ( 6) 9

2016年度
NIMSにおける計算・実
験・解析の融合コース

3
8 (0) 
5

105 ( 4) 84 ( 3) 4

人数(女性)

ECEプログラム受講実績

（のべ人数）

統計
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評価項目 配点 評価基準

出席 ３０点
講演会全7回について1回当たり5点とする。ただし、全7回中6回以上の出席
は満点の30点。

ゼミ評価 ４０点
ゼミでの活動を一定の評価基準をもとに、ゼミ各回についてオーガナイザー、
講師、事務局の３者で評価した。(S,A,B,C)

最終レポート ３０点
講演やゼミを通じて深めた理解について：１５点
学習した内容の自身の仕事への活用について：１５点
として記述内容をオーガナイザー、事務局で評価する。

◎ゼミ評価の基準
・全員に聞こえるように発言できたか。
・言いたいことを的確に表現できたか。
・他人の発言に集中できたか。
・ゼミの成功に貢献できたか。

◎最終レポート課題
特に興味を持った講演内容に関し、講演やゼミを通

じて理解した内容を記し、さらに今年度学習した内容
について自身の仕事にいかに生かし、どのような発展
が期待できるか、などについての考え方を述べる。

ECEプログラム修了証基準：８０点
ＮＩＭＳ受講修了証基準 ：６０点

(ECEプログラム修了認定希望者の推移）

当初ECE修了認定希望者：8名

最終レポート提出候補者：6名

最終レポート提出者 ：4名

評価について統計
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評価結果

ECEプログラム修了証＆NIMS修了証

NIMS修了証

評価点 氏名

1 77 Ｍｒ．Ｋ(5)

2 38 ＊(4)

3 33 ＊(4)

4 28 ＊(3)

5 24 ＊(3)

6 24 ＊(3)

評価点 氏名(出席回数)

1 93 Ｍｒ．Ｙ(7)

2 85 Ｍｒ．Ａ(7)

3 83 Ｍｒ．Ｔ(6)

参加者数（延べ） 修了認定者数

講演 ゼミ 研修会 ECE NIMS

平成23年度 160 92 13 5 12

平成24年度 176 113 14 3 10

平成25年度 106 79 18 4 9

平成26年度 112 100 24 5 9

平成27年度 102 81 27 3 9

平成28年度 105 84 19 (3) (3+3)

ECE修了証

NIMS修了証

ECE申請者

統計
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－ナノテクノロジーによるデバイス開発－

・年間テーマ 「ナノテクノロジーによるデバイス開発」

・開催頻度 1~2か月に1回、年に7回の開催を継続する。

10月は、NIMSフォーラム(東京国際フォーラム)に合わせて開催。

開催月：5、6、7、10、11、1、3月。

関連行事として、実地研修会を２回（8月、2月）つくばで開催する。

・開催要領 開催日、開催場所はこれまでの開催要領に準ずる。

開催日：原則金曜日

場所：東京国際フォーラム、学術総合センター、および民間会議室

（10月は東京国際フォーラム）

時間：１７時３０分～19時30分

講演のビデオ録画を引き続き行う。

・その他 引き続き、メーリングリストの更新を行い、参加者の拡大を図る。
29

５．今後のスケジュール

2017年度物質･材料基礎ECEプログラム

運営方針
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平成29年度NIMSイブイニングセミナー

開 催 日 講 演 題 目 講 師
オーガナイ

ザー

平
成
29
年
度

5月26日
新たな原理で動作する情報通信デバイス －原子スイッチと関連の固体イオニクスデ
バイス－

寺部 一弥 渡邊 誠

6月23日 ナノ加工と界面制御によるナノ物質電気伝導のエレクトロニクス展開 塚越 一仁 谷口 尚

7月21日 嗅覚IoTセンサの標準化に向けたナノメカニカルセンサの総合的研究開発 吉川 元起 高田 和典

10月 5日
安価な材料とナノ構造制御技術を組み合わせた赤外線センサーの開発
(NIMSウィーク併催)

長尾 忠昭 渡邊 誠

11月17日 パワーデバイス材料としてのGaNとSiC －結晶欠陥から見た材料の特徴－ 関口 隆史 谷口 尚

1月19日 光異性化分子はエレクトロニクス素子に使えるか? 若山 裕 寺部 一弥

3月 9日 メタロ超分子ポリマーを用いたエレクトロクロミック表示デバイス 樋口 昌芳 高田 和典

会場：東京国際フォーラム、学術総合センター、および東京駅周辺の民間貸会議室

テーマ「ナノテクノロジーによるデバイス開発」

５．今後のスケジュール 講演題目


